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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は日本の高度経済成長期における都市の下層労働市場の様態を、大阪港の港湾労働とその労働力供給
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様を詳細に考察し、労働者連帯の可能性を見据えようとする。第六章の冒頭に述べられた、労働者は労働市場
を介して交換される商品であるという属性と、身体・感情を持ち、社会的でもあれば文化的でもある人として
の属性を持つとの表現は、港湾労働者の波乱に満ちた争議の展開を見るための視点を要約するかのごとくであ
るが、このヒューマニスティックな視点の下での労働運動の叙述は、その多くを『全港湾運動史』という限定
された資料、その他若干の評価の定まらない資料に負っているという制約からか、やや一面的でしかも冗長に
流れた嫌いがある。しかしながら港湾労働運動の流れを考察することは本論文の論旨展開の上で、不可欠であ
ったことは言うまでもない。とりわけ貨物のコンテナ化に伴う省力化に対抗するための労働者側の対応と連帯
という事態についての考察は、労働市場と労働運動の変貌を示すものであるだけに、本論文全体の論旨にかか
わる重要な局面の分析であった。 
 ここで著者は、日雇労働者の組織化のために効果があった点として、同じ場所で対面的に接触しているとい
う事実の存在に注目し、これを「場所」を拠点化することによる集団性と位置づけ、闘争の前進をもたらした
一因として評価する。「場所」概念の考察に示唆を与える指摘である。 
 第九章「日雇い労働者の港湾運動－大阪・釜ヶ崎からの視点」では、釜ヶ崎の日雇労働者の闘争過程に目を
向ける。釜ヶ崎の日雇労働者が闘争の中で、大阪港全港ストライキを主導し、常用労働者と日雇労働者の労働
市場の２重性を克服するための先導的役割を果したことなどが、主張される。著者は日雇労働者にとってのこ
うした運動の拠点となる場所として、釜ヶ崎にある職安窓口、港の職場、そして居住地としての釜ヶ崎をあげ、
労働者の生活世界における社会的接触の意義を強調している。前章にも指摘されていた注目点である。 
 結論では、都市という地理空間は、資本の要請に基づく空間編成の論理と、これに対する労働者からの抵抗
とによって醸成され、勢力の拮抗状態を帯びているとする論文全体の仮定が実証されたと繰り返す。この仮定
は現代の政治経済地理学における多数の研究と同種の観点と説明法で、必ずしも目新しくはないが、具体的な
事実の検証を踏まえた後の見解であるだけに、説得性が高い。 
 本論文は概観してすっきりとした構成と論述により論旨明快で、海外の最近の研究動向にも棹差していて、
著者の考えるところが理解しやすい。しかしながら、インナーシティの隔離された空間の生産過程を労働市場
との関係で動態的に把握し、さらに労働運動の動向をとらえて、社会的不平等の改善のための手がかりを見出
そうとするという課題は遠大である。本論文において、著者はこの大きな課題に真摯に取り組み、相当な労力
を払って、従来見通されていなかった展望と帰結を得ることに成功し、地理学、社会学等の分野におけるこの
課題の研究に新たな貢献をもたらしたと評価しうる。この上は、今後単線的な論理の展開ではなく、多角的な
視点からの実証の積み重ねが要求されよう。たとえば人種や民族の坩堝であるアメリカの大都市の隔離地域と
日本の貧困者居住地域とでは、カルチュアーやイデオロギーの状況が異なることも考慮しなければならない。
戦後日本におけるフォーディズム－ケインズ体制の展開において、下層者の労働参入に開かれていた機会はア
メリカとは違って大きかったようにも思われる。さらに地理学的研究としては釜ヶ崎および大阪港の建造環境
の具体的変化についての景観論的考察が必要であろう。本論文の著者はこれまでの業績から推して、こうした
今後の課題に対して十分に考察を伸ばす能力を備えていると判断できる。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
